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国際仏教学大学院大学蔵『摩訶止観』巻一 巻首
平安時代中期（10－11世紀）書写。朱・白・緑・墨の訓点が附される。

今
後
の
予
定

　

平
成
25
年
度
の
予
定
は
以
下
の
通
り
で
す
。

◇
公
開
研
究
会
◇

　

５
月
と
11
月
に
、
本
学
春
日
講
堂
に
て
開
催
予
定

で
す
。

既
刊
書

○『
い
と
く
ら
』1
～
7
号（
非
売
品
）

　

本
書
は
本
学
日
本
古
写
経
研
究
所
の
ホ
ー
ムペー
ジ

上
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
バッ
ク
ナ
ン
バ
ー

を
希
望
さ
れ
る
方
は
下
記
連
絡
先
に
お
知
ら
せ
下

さ
い
。

○
日
本
古
写
経
善
本
叢
刊（
非
売
品
）

　

第
１
輯
『
玄
應
撰
一
切
經
音
義
二
十
五
卷
』

　

第
２
輯
『
大
乘
起
信
論
』

　

第
３
輯�『
金
剛
寺
藏 

觀
無
量
壽
經 

無
量
壽
經
優

  

婆
提
舍
願
生
偈
註
卷
下
』

　

第
４
輯
『
集
諸
經
禮
懺
儀
卷
下
』

○『
日
本
現
存
八
種
一
切
経
対
照
目
録
』（
非
売
品
）

　

本
書
は
本
学
日
本
古
写
経
研
究
所
の
ホ
ー
ムペー
ジ

上
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○�『
佛
教
文
獻
と
文
學
　
日
臺
共
同
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ  

シ
ョッ
プ
の
記
録
　

2‌

0‌

0‌

7
』（
非
売
品
）

○�『
愛
知
縣
新
城
市
德
運
寺
古
寫
經
調
査
報
告
書
　

德
運
寺
の
古
寫
經
』（
非
売
品
）

○�『
古
写
経
研
究
の
最
前
線
―
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
講
演 

資
料
集
成
―
』（
非
売
品
）

ス
タ
ッ
フ
紹
介

研
究
代
表
者

落
合
俊
典（
本
学
教
授
）

研
究
分
担
者

デ
レ
ア
ヌ 

フ
ロ
リ
ン（
本
学
教
授
）

藤
井
教
公（
本
学
教
授
）

赤
尾
栄
慶�（
京
都
国
立
博
物
館
学
芸
部
副
部
長　
　

（
上
席
研
究
員
））

高
田
時
雄（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
教
授
）

金
水　

敏（
大
阪
大
学
教
授
）

本
井
牧
子（
筑
波
大
学
助
教
）

林
寺
正
俊（
北
海
道
大
学
准
教
授
）

三
宅
徹
誠（
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
嘱
託
研
究
員
）

学
内
研
究
協
力
者

今
西
順
吉（
本
学
教
授
・
学
長
）

津
田
眞
一（
本
学
教
授
）

木
村
清
孝（
本
学
特
任
教
授
）

末
木
康
弘（
本
学
附
属
図
書
館
副
館
長
）

斉
藤
達
也（
本
学
附
属
図
書
館
員
）

堀
伸
一
郎（
本
学
附
置
国
際
仏
教
学
研
究
所
副
所
長
）

山
野
千
恵
子

　

 （
本
学
附
置
日
本
古
写
経
研
究
所
非
常
勤
研
究
員
）

赤
塚
祐
道
・
小
島
裕
子
・
田
戸
大
智

　
　

 （
本
学
附
置
日
本
古
写
経
研
究
所
特
任
研
究
員
）

そ
の
他
、学
外
研
究
協
力
者
多
数
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
員（
PD
）

上
杉
智
英
・
定
源（
王
招
国
）・
南　

宏
信

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
補
助
員 （
RA
）

楊　

婷
婷

 　

       　
（
平
成
24
年
12
月
現
在
）
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東
ア
ジ
ア
仏
教
世
界
を
つ
な
ぐ  —

 

敦
煌
写
本
・
海
印
寺
写
本
・
奈
良
平
安
写
本 —

 �

落
合
　
俊
典

いとくら：�私たちが調査している古写経を収める「経蔵」からの造語。「経」を意味するサンスクリット語 “sutra” には「いと」などの
意味があり、また「経」には「たていと」という読みがあることから、「経蔵」を「いとくら」と読んでニュースレターのタイトル
としました。

　

日
本
の
古
写
経
に
つ
い
て
の
古
い
記
録
は
正
倉
院
の
文
書
だ
と
思
い

ま
す
が
、そ
れ
ら
は
大
日
本
古
文
書
に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す（

１
）。

そ
の
中
に

天
平
神
護
三
年
二
月
二
十
二
日
の
日
付
が
あ
る「
一
切
経
本
目
録
」と
い

う
文
書
二
点
が
あ
り
ま
す
が
、前
者（
続
修
後
集
二
十
七
）に
は
一
四
三

点
の
経
論
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
九
五
番
が「
出
家
人
受
菩
薩

戒
経
一
巻
」で
す
。
こ
の
本
は
敦
煌
本
に
見
つ
か
っ
た「
出
家
人
受
菩
薩

戒
法
巻
第
一
」（
ペ
リ
オ
二
一
九
六
）に
比
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
敦
煌
本
は

書
写
年
代
が
天
監
十
八
年（
五
一
九
）で
あ
り
、南
朝
梁
の
書
風
を
伝
え

る
名
品
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

次
の
九
六
番
は「
在
家
人
布
薩
法
経
一
巻
」で
す
。
こ
の
経
典
に
つ
い

て
今
ま
で
は
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、最
近
京
都
国
立
博
物
館
の

赤
尾
栄
慶
先
生
と
私
と
の
調
査
で
判
明
し
ま
し
た
。『
在
家
人
布
薩
法
巻

第
七
』（
重
要
文
化
財
・
神
谷
昭
男
氏
蔵
）に
相
当
す
る
と
思
い
ま
す
。

　

九
七
番
の
書
目
は「
菩
薩
羯
摩
一
巻
」で
す
が
、こ
れ
は
見
つ
か
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
で
中
国
仏
教
史
で
皇
帝
菩
薩
と
称
さ
れ
る
方
が
い
ま
す
。
そ

れ
が
梁
の
武
帝
で
す
。
実
は
敦
煌
本
の
奥
書
に
は「
勅
写
」と
書
か
れ
て

お
り
ま
す
。
書
写
年
代
と
武
帝
の
治
世
下
が
一
致
し
ま
す
の
で
古
来
武

帝
が
僧
の
慧
約
か
ら
菩
薩
戒
を
う
け
た
記
録（『
南
史
』六
、『
続
高
僧
伝
』

六
）に
鑑
み
て
本
写
本
の
史
料
的
価
値
が
喧
伝
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、「
出
家
人
菩
薩
戒
法
」
と
い
う
書
名
に
疑
問
が
も
た
れ
て
い
ま

し
た
。
日
本
の
神
谷
本
も
同
様
で
こ
れ
は
書
名
に
相
当
し
な
い
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
一
般
に
経
典
は
品
題
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
の
で
す
が
、こ
れ

が
書
名
に
間
違
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
敦
煌
本
も
日
本
古
写
経

本
も
ど
う
も
品
題
で
は
な
い
か
と
見
当
を
つ
け
て
調
べ
た
と
こ
ろ
、唐
の

道
宣
の
著
述『
四
分
律
行
事
鈔
』と
い
う
書
物
に
日
本
古
写
経
本
の
一

文
を
引
用
し
た
個
所
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、こ
の
書
名
は『
出
要

律
儀
』（
十
四
巻
）と
判
明
し
た
の
で
す
。
著
者
は
二
説
あ
り
ま
す
。
梁
の

武
帝
と
宝
唱
で
す
。
宝
唱
は『
経
律
異
相
』な
ど
を
編
纂
し
た
著
名
な

高
僧
で
す
が
、い
ず
れ
に
し
て
も
敦
煌
と
日
本
古
写
経
と
の
両
方
を
見

す
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

以
上
の
仏
教
写
本
研
究
は
現
在
私
ど
も
が
取
り
組
ん
で
い
る
文
献
資

料
の
一
部
で
す
が
、も
う
一
つ
だ
け
例
を
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

先
ご
ろ
大
須
観
音
真
福
寺
は
名
古
屋
市
博
物
館
で
展
観（

２
）を
い
た
し
ま

し
た
。
そ
の
時
、長
ら
く
東
京
国
立
博
物
館
に
寄
託
し
て
い
た
国
宝『
漢

書
食
貨
志
』
を
名
古
屋
市
博
物
館
へ
と
寄
託
先
を
変
更
し
ま
し
た
。

そ
の
折
に
特
別
調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、紙
背
に
は
僧
肇

撰
と
さ
れ
る
幻
の
書
物『
阿
弥
陀
経
義
疏
』が
書
写
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
慈
恩
大
師
撰
と
さ
れ
る『
阿
弥
陀
経
疏
』と
同
一
で
し
た
。

そ
も
そ
も
本
書
を
慈
恩
大
師
撰
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
百
年
前
か
ら

激
論
が
交
わ
さ
れ
て
き
た
の
で
す
が
、古
来
僧
肇
の
撰
述
内
容
が
不
明

な
た
め
研
究
の
前
進
が
緩
慢
と
な
っ
て
い
た
の
で
す
。
僧
肇
撰
は
仮
託

の
書
と
確
定
し
た
こ
と
は
大
き
な
進
歩
で
し
た
。

　

さ
ら
に
驚
く
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
韓
国
の
海
印
寺
の
仏
像
か
ら
白

紙
に
墨
書
さ
れ
た
写
本
が
出
て
き
ま
し
た
。
韓
国
の
学
者
と
赤
尾
栄
慶

先
生
、そ
れ
に
筆
者
と
の
合
同
調
査
で
十
一
世
紀
頃
の
写
本
と
い
た
し
ま

し
た
が
、こ
こ
に
は『
阿
弥
陀
経
疏
』が
抄
出
さ
れ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、

選
述
者
も
記
録
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。 「
西
京
玄
法
寺
行
真
法
師
造
」と

あ
り
ま
す
。
実
は
こ
の
行
真
は
玄
奘
三
蔵
と
同
時
代
、あ
る
い
は
少
し

後
代
の
学
僧
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
私
は
、こ
の
人
物
こ
そ
真
の
著
者

だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
東
ア
ジ
ア
仏
教
写
本
研
究
は
そ
の
名
に
相
応
し
い
展

開
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
挙
げ
た
よ
う
に
、パ
リ

に
あ
る
六
世
紀
の
敦
煌
写
本
と
八
世
紀
の
日
本
古
写
経
本
の
比
較
研
究

が
あ
り
、ま
た
韓
国
の
海
印
寺
写
本
と
日
本
の
国
宝
紙
背
に
書
か
れ
た

仏
教
写
本
の
対
照
研
究
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
の
興
味
深
い
仏
教
写
本

に
つ
い
て
も
順
次
報
告
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
１
） 『
大
日
本
古
文
書
』巻
一
～
巻
二
十
五
。
東
大
史
料
編
纂
所
。
明
治
三
四
～

　
　
　
昭
和
一
五
年
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
２
） 『
大
須
観
音  

い
ま
開
か
れ
る
、奇
跡
の
文
庫
』（
大
須
観
音
宝
生
院
、二
〇
一
二
）

（
本
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
東
ア
ジ
ア
仏
教
写
本
研
究
拠
点
の
形
成
」研
究
代
表
者
）
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「
専
」
と
「
誦
」
の
間
に
は
句
切
り
点
ら
し
き
も
の
が
見

え
る
の
で
、
白
点
で
の
新
た
な
読
み
は
「
十
年
専（

訓
）（
ら
）・

誦
し
」
と
な
る
。
ち
な
み
に
こ
の
部
分
を
書
写
・
加
点

年
代
が
や
や
下
る
金
剛
寺
蔵
本
の
『
摩
訶
止
観
』

（
一
一
七
四
年
頃
書
写
、一
一
七
八
年
加
点
、赤
尾
栄
慶

（
二
〇
〇
七
）に
書
誌
等
紹
介
あ
り
）で
見
て
み
る
と
、

本
文
で
は
「
十
―
年
―
専
―
誦
・」
と
合
符
が
付
さ
れ

る
の
み
で
あ
る
が
、
右
訓
に
「
専
ラ
誦
シ
」
、
左
訓
に

「
専セ

ン

誦ス
ウ
シ
」
と
読
み
下
せ
る
仮
名
点
が
あ
り
、
白
点
と

同
様
の
読
み
が
右
訓
に
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
例
①
で
は
白
点
が
別
訓
を
示
す
だ
け
の
よ
う
に

も
見
え
る
が
、七
か
ら
八
行
目
に
あ
る
次
の
例
も
ご
覧
い

た
だ
き
た
い
。

　
〈
例
②
〉

　

例
②
に
お
い
て
朱
点
で
得
ら
れ
る
読
み
下
し
文

は
「
始
（
め
）
は
鹿
苑
・
中
コ
ロ
は
鷲
頭
・
後
に
は

鶴
林
に
（
し
）
た
ま
ひ
き
」
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
、

一
方
白
点
を
加
え
た
後
の
読
み
下
し
は
「
始
（
め
）

は
鹿
苑
・
中
は
鷲
頭
・
後
は
鶴
林
な
り
」
で
あ
ろ
う

と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
「
変
更
す
る
必
要
の
な
い

朱
点
は
見
せ
消
ち
を
付
け
ず
そ
の
ま
ま
生
か
し
、
訂

正
・
付
加
す
べ
き
箇
所
に
の
み
白
を
加
え
て
い
る
」

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

全
体
に
渡
っ
て
こ
の
ル
ー
ル
が
厳
密
に
守
ら
れ

て
い
る
か
と
い
う
と
そ
う
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
実

際
に
は
も
っ
と
混
沌
と
し
て
い
て
、
点
一
つ
一
つ
の

意
味
に
頭
を
悩
ま
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
箇
所
も

多
く
存
在
す
る
が
、
基
本
的
に
は
こ
の
よ
う
な
ル
ー

ル
で
二
度
目
の
全
体
に
渡
る
訓
読
が
記
録
さ
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

金
剛
寺
蔵
本
の
こ
の
箇
所
の
読
み
は
「
始
（
め
）

ハ
鹿
苑
・
中ナ

カ

ハ
鷲
頭
・
後
（
は
）
鶴カ
ク

（
入
）
林
ナ
リ
」
と

あ
っ
て
、
や
は
り
白
点
を
加
え
た
方
の
読
み
と
同

様
で
あ
る
（
金
剛
寺
蔵
本
と
の
詳
細
な
比
較
、
関
係

性
の
検
討
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
）
。

　

全
体
的
に
朱
白
の
読
み
下
し
文
を
比
較
し
て
み

る
と
、
大
方
に
お
い
て
白
に
よ
る
も
の
の
方
が
今
日

行
わ
れ
て
い
る
読
み
に
近
い
傾
向
が
あ
る
。
こ
の

結
果
か
ら
想
像
で
き
る
こ
と
は
、
朱
点
に
よ
る
読
み

下
し
の
後
、
よ
り
正
確
な
読
み
下
し
を
施
し
た
別
本

に
よ
る
校
合
が
行
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際
、
異
本
注
記
と
し
て

「
云
云
字
有
唐
本
」（
三
六
行
目
・
朱
）「
唐
本
無
而
字
」

（
四
一
五
行
目
・
朱
）「
或
本
無
経
字
」（
四
一
八
行
目
・

緑
）
の
よ
う
に
「
唐
本
」
や
「
或
本
」
と
呼
ば
れ
る
別

本
を
参
照
し
た
跡
が
い
つ
く
も
見
受
け
ら
れ
、
本
文

校
合
を
行
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に

訓
点
が
付
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

前
述
の
ご
と
く
、『
摩
訶
止
観
』
は
『
法
華
玄
義
』

『
法
華
文
句
』
と
並
ん
で
天
台
三
大
部
と
称
さ
れ
る

根
本
聖
教
の
一
で
あ
り
、
日
本
へ
も
鑑
真
和
尚

（
六
八
七
～
七
六
三
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
最
澄

（
七
六
六
～
八
二
二
）
、
円
珍
（
八
一
四
～
八
九
一
）

に
よ
る
将
来
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
影

響
力
は
仏
教
界
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、『
源
氏
物
語
』

な
ど
日
本
文
化
に
も
広
が
っ
た
。
国
仏
本
が
書
写
、

訓
読
さ
れ
た
当
時
、
幾
本
か
の
将
来
本
や
写
本
が
既

に
存
在
し
、
夫
々
訓
読
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
。

　

現
在
で
は
こ
の
国
仏
本
が
本
邦
最
古
の
も
の
で

あ
る
た
め
、
本
文
や
訓
点
の
ル
ー
ツ
を
こ
れ
以
上
遡

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
訓
点
等
の
書
き
込
み
を

詳
細
に
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
摩
訶
止
観
』
の
訓

読
史
に
つ
い
て
明
ら
か
に
で
き
る
こ
と
が
さ
ま
ざ
ま

あ
る
も
の
と
期
待
で
き
る
。

《
主
要
参
考
文
献
》

・
赤
尾
栄
慶
「
天
台
聖
教
の
古
写
本
―
天
台
三
大
部
と
そ
の
注

釈
」（『
平
成
一
六
～
一
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研

究
（
Ａ
）
課
題
番
号
一
五
二
〇
二
〇
〇
二　

金
剛
寺
一
切
経

の
総
合
的
研
究
と
金
剛
寺
聖
教
の
基
礎
的
研
究　

研
究
成
果

報
告
書《
第
一
分
冊
》』研
究
代
表
者　

落
合
俊
典
、
二
〇
〇
七
）

・
赤
尾
栄
慶
「
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
蔵
『
摩
訶
止
観
』
巻

第
一
の
書
誌
学
的
研
究
」（『
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

漢
訳
仏

典
研
究
の
新
時
代　

講
演
資
料
集
』
国
際
仏
教
学
大
学
院
大

学
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
実
行
委
員
会
、
二
〇
〇
八
）

・
池
田
魯
参
『
詳
解
摩
訶
止
観　

天
・
地
・
人
』（
大
蔵
出
版
、

一
九
九
五
～
一
九
九
七
）

・
小
林
芳
規
「
見
せ
消
ち
符
号
に
つ
い
て
― 

訓
点
資
料
を
主
と

し
て
―
」（『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
七
七
、
一
九
八
七
）

・
関
口
真
大
『
摩
訶
止
観
―
禅
の
思
想
原
理　

上
・
下
』（
岩
波

書
店
、
一
九
六
六
）

・
池
麗
梅
「
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
蔵
『
摩
訶
止
観
』
巻
第

一
の
系
譜
に
つ
い
て
」（『
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

漢
訳
仏
典
研

究
の
新
時
代　

講
演
資
料
集
』
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学　

学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
実
行
委
員
会
、
二
〇
〇
八
）

・
築
島
裕『
平
安
時
代
語
新
論
』（
東
京
大
学
出
版
会
、一九
六
九
）

・
築
島
裕
『
平
安
時
代
訓
點
本
論
考　

ヲ
コ
ト
點
圖 

假
名
字
體

表
』（
汲
古
書
院
、
一
九
八
六
）

・
築
島
裕
『
平
安
時
代
訓
點
本
論
考　

硏
究
篇
』（
汲
古
書
院
、

一
九
九
六
）

　【
謝
辞
】

　

国
仏
本
『
摩
訶
止
観 

巻
第
一
』
閲
覧
に
当
た
っ
て
は
、
落
合

俊
典
氏
は
じ
め
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
関
係
者
の
皆
様
に
格

別
の
ご
配
慮
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

廣
坂 

直
子
（
研
究
協
力
者　

京
都
外
国
語
大
学
非
常
勤
講
師
）

金
水　

 

敏 （
研
究
分
担
者　

大
阪
大
学
教
授
）　

　

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
所
蔵（
以
下
、「
国
仏
本
」

と
い
う
）『
摩
訶
止
観　

巻
第
一
』
一
巻
は
、
奥
書
を

持
た
な
い
が
、
書
体
そ
の
他
の
徴
証
に
よ
り
本
文
は
平

安
中
後
期
（
一
〇
～
一
一
世
紀
）
の
書
写
と
見
ら
れ
る

（
赤
尾
栄
慶 

二
〇
〇
八
）
。『
摩
訶
止
観
』
は
言
う
ま
で

も
な
く
天
台
三
大
部
の
一
つ
で
あ
り
、
鑑
真
、
最
澄
、

円
珍
ら
が
将
来
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、そ
れ
ら

遺
品
は
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、こ
の
国
仏
本
が
本
邦
に

現
存
す
る
最
古
の
写
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
こ

の
本
を
特
徴
づ
け
て
い
る
の
は
、
朱
・
白
・
緑
・
黒
の
四
種

の
訓
点
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
朱
・
白

の
二
種
は
巻
全
体
に
渡
っ
て
稠
密
に
付
さ
れ
て
い

る
。
緑
点
は
朱
・
白
と
ヲ
コ
ト
点
の
配
置
、
仮
名
字

体
が
同
じ
で
、
一
部
分
の
み
の
加
点
で
あ
る
。
黒
は

仮
名
点
で
巻
頭
部
の
み
に
付
さ
れ
て
い
る
。

　

本
書
の
訓
点
に
つ
い
て
は
、
築
島
裕
『
平
安
時
代

語
新
論
』（
一
九
六
九
）
に
「

訶
止
觀　

卷
第
一
・

五
・
九　

三
卷　

酒
井
宇
吉
氏
・
石
山
寺
舊
藏
」
と
し

て
紹
介
さ
れ
、「
長
保
頃
の
加
點
。
第
五
群
點
は
一

般
に
壺
の
内
の
星
點
が
少
い
の
に
、
こ
の
資
料
は
例

外
的
で
あ
る
。」（
九
一
頁
）
と
述
べ
て
い
る
（
長
保
年

間
は
九
九
九
～
一
〇
〇
四
）
。
ま
た
築
島
裕
『
平
安

時
代
訓
點
本
論
考　

硏
究
篇
』（
一
九
九
六
）
で
は
、

「
加
點
年
代
は
、
朱
點
・
白
點
・
綠
點
何
れ
も
平
安
時

代
中
後
期
で
同
じ
頃
で
あ
る
が
、ヲコ
ト
點
は
夫

小

異
が
あ
る
ら
し
い
。
朱
點
と
白
點
と
は
、
壺
の
内
部
に

「
ル
」「
キ
」「
リ
」「
ス
」な
ど
の
星
點
が
あ
り
、「

」（
テ
）、

「

」（
ネ
）
、「

」（
メ
）
、「

」（
ヤ
）
、「

」（
ヱ
）

な
ど
の
奇
異
な
假
名
字
體
を
持
つ
。（
中
略
）
奧
書
は
な

い
が
、
本
文
が
天
台
三
大
部
の
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
見

て
も
、
恐
ら
く
天
台
宗
延

寺
關
係
の
加
點
で
あ
ら
う

と
考
へら
れ
る
。」（
五
〇
六
～
五
〇
七
頁
）と
し
て
い
る
。

　

本
書
の
加
点
で
も
っ
と
も
注
目
す
べ
き
は
、白
点
で
あ

ろ
う
。
白
点
は
胡
粉
を
水
で
溶
い
た
も
の
に
よって
付
け

る
。
伸
び
が
悪
く
書
き
に
く
い
が
、乾
く
と
拭
き
取
る
こ

と
が
で
き
、ま
た
自
然
に
剥
落
す
る
こ
と
も
多
い
。
平
安

初
期
に
は
よ
く
用
い
ら
れ
た
が
、そ
の
後
次
第
に
用
い
ら
れ

な
く
な
っ
た
。
同
一
文
献
に
白
点
と
朱
点
が
付
いて
い
れ

ば
、一
般
に
は
白
点
が
古
く
朱
点
が
新
し
い
こ
と
が
普

通
で
あ
る
が
、
本
書
で
は
平
安
中
期
と
、
白
点
資
料
と

し
て
は
比
較
的
遅
い
上
に
、白
点
と
朱
点
は
ほ
ぼ
同
時
期

に
付
け
ら
れ
てい
る
点
が
興
味
深
い
。
以
下
、こ
の
朱
・
白

二
種
の
点
について
、主
に
そ
の
関
係
を
簡
単
に
述
べる
。

　

ま
ず
朱
点
は
、
巻
全
体
に
渡
って
肉
眼
で
は
っ
き
り
と

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
、
築
島
裕
『
平
安
時
代
訓
點
本

論
考　
ヲコ
ト
點
圖 

假
名
字
體
表
』（
一
九
八
六
）
掲

載
の
点
図
及
び
字
体
表
を
使
って
読
み
下
す
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。
ヲ
コ
ト
点
・
仮
名
点
以
外
に
も
、
声
点
や

反
切
注
、義
注
、異
本
注
記
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
白
点
は
、
巻
首
に
あ
っ
て
は
剥
落
に
よ
り

見
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
が
、
中
ほ
ど
に
進
む
に
つ
れ

肉
眼
で
も
あ
る
程
度
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
実

見
調
査
で
は
室
内
を
薄
暗
く
し
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
で
反

射
さ
せ
な
が
ら
確
認
作
業
を
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
す
る

と
肉
眼
で
は
見
落
と
し
て
し
ま
う
よ
う
な
薄
く
な
って
し

ま
っ
た
点
も
か
な
り
見
や
す
く
な
る（
こ
の
方
法
は
月
本

雅
幸
先
生
の
ご
教
授
に
よ
る
）
。

　

白
点
に
つ
い
て
も
朱
点
同
様
、
様
々
な
情
報
が
得

ら
れ
る
他
、
特
に
珍
し
い
の
は
ヲ
コ
ト
点
の
線
点
と

は
表
情
を
異
に
す
る
多
数
の
細
め
の
線
が
付
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
ヲ
コ
ト
点
で
も
な
く
、
仮
名
で
も

な
い
白
線
が
朱
点
か
ら
伸
び
て
い
る
の
が
何
カ
所
も

確
認
で
き
、
こ
の
こ
と
か
ら
国
仏
本
で
は
朱
点
が
白

点
に
先
ん
じ
て
付
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

解
読
作
業
を
進
め
て
い
く
と
、こ
れ
ら
の
白
線
は
ど
う

や
ら「
見
せ
消
ち
」で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
つ
ま
り
朱

点
を
用
い
て
一
旦
読
み
下
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
を
、朱
点
と

同
パタ
ー
ン（
ヲ
コ
ト
点
の
配
置
、仮
名
字
体
が
ほ
ぼ
同
じ
）

の
白
点
に
よ
っ
て
、訂
正
や
新
た
な
情
報
を
加
え
な
が
ら

読
み
直
し
て
い
る
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

本
文
三
十
行
目
二
字
目
か
ら
五
字
目
「
十
年
専
誦
」

の
部
分
を
例
に
見
て
み
よ
う（
赤
は
朱
、青
は
白
を
表
す
）。

　
〈
例
①
〉

　

ま
ず
朱
で
は
、「
専
」
字
に
「
に
」
と
「
し
」
、「
誦
」

字
に
「
す
る
」「
こ
と
」「
を
」
の
ヲコ
ト
点
が
付
さ
れ
て
い

る
の
で
、「
十
年
誦
す
る
こ
と
を
専
（
ら
）に
し
」
と
い
う

読
み
下
し
文
が
得
ら
れ
る
。
次
に
、
白
を
見
る
と「
専
」

字
に
付
さ
れ
て
い
る
朱
の
ヲコ
ト
点
「
に
」「
し
」
を
見
せ

消
ち
に
し
て
訓
読
指
示
の
記
号
（
左
中
・
）
を
付
し
、

「
誦
」
字
に
朱
で
付
さ
れ
て
い
る
「
す
る
」「
こ
と
」「
を
」

点
を
見
せ
消
ち
に
し
て
新
た
に「
し
」点
を
加
え
て
い
る
。

古
写
経
紹
介
・
そ
の
八

古
写
経
紹
介
・
そ
の
八

国
仏
本『
摩
訶
止
観  

巻
第
一
』に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　   

廣 

坂 

直 

子 

・ 

金 

水   

敏

国仏本『摩訶止観　巻第一』　朱、白、緑の訓点が見える。
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歌
人
の
藤
原
俊
成
・
定
家
を
家
祖
に
持
つ
冷
泉
家
に
は
、
御
文
庫
・

御
新
文
庫
・
常
倉
・
角
倉
・
台
所
蔵
と
呼
ぶ
五
棟
の
土
蔵
が
あ
る
。
こ

の
う
ち
典
籍
蔵
は
御
文
庫
と
御
新
文
庫
で
あ
る
。
御
文
庫
は
元
和
年

間
（
一
六
一
五
〜
一
六
二
四
）
に
造
ら
れ
、
御
新
文
庫
は
明
和
四
年

（
一
七
六
七
）
に
造
ら
れ
た
。
和
歌
の
家
柄
に
伴
う
俊
成
・
定
家
以
来

の
歌
書
類
の
写
本
が
多
く
襲
蔵
さ
れ
て
い
る
。
特
徴
の
一
つ
に
、
今

ま
さ
に
書
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
書
き
か
け
の
写
本
。
そ
れ
に
用
い
ら

れ
た
筆
や
罫
線
が
引
か
れ
た
下
敷
類
が
伝
存
す
る
。

　

現
在
、
御
新
文
庫
の
調
査
中
で
あ
る
。
凾
番
号
「
タ
函
」
が
出
さ
れ

て
き
た
。
そ
の
中
を
見
る
と
、
幅
の
狭
い
長
方
形
短
冊
型
の
紙
片
が

何
十
枚
も
入
っ
て
い
た
。
そ
の
短
冊
状
の
紙
片
に
は
墨
で
何
本
も
横

線
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
何
に
用
い
ら
れ
た
も
の
か
と
迷
っ
て
し

ま
っ
た
。
縦
に
し
て
み
た
り
、
横
に
し
て
み
た
り
し
た
。
ま
ず
、
大
き

さ
や
横
線
の
数
に
合
わ
せ
て
仕
分
け
を
し
て
み
た
。

　

迷
っ
て
い
た
時
、
短
冊
が
二
枚
一
緒
に
あ
っ
た
。
一
枚
目
（
図
版
Ⅰ

―
１
．
縦
二
十
三
・
三
㎝
横
七
・
二
㎝
横
線
幅
〇
・
九
㎝
）
は
天
に

墨
で
蓮
花
の
模
様
が
描
か
れ
て
い
た
。
二
枚
目
（
図
版
Ⅰ
―
２
．
縦

二
十
二
・
六
㎝
横
七
・
一
㎝
横
線
幅
一
・
九
㎝
）

は
天
に
墨
書
が
あ
り
、

　

普
門
品
十
一
月
十
九
日

　

方
位
品
同
月
廿
日
同
月
廿
四
日

　

安
楽
行
本
四
月
廿
四
日

　

寿
量
品
四
月
廿
五
日

と
読
め
た
。
法
華
経
の
巻
名
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
供
養
の
際
の
写
経
に
用
い
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

決
定
的
な
も
の
は
図
版
Ⅱ
で
あ
る
。
こ
の

三
点
は
紙
に
包
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
黄
蘗
染

の
写
経
紙
片
（
図
版
Ⅱ
―
１
．
縦

二
十
五
・
九
㎝
横
十
二
・
〇
㎝
界
高

二
十
・
二
㎝
一
行
幅
一
・
七
㎝
）は
、
文
末
の「
大
乗
経
」の
後
に
、「
甚

深
妙
義
歸
依
佛
歸
依
法
歸
依
僧
是
三
説
」
と
続
く
『
仏
説
観
普
賢
菩

薩
行
法
経
』（
観
菩
薩
経
）
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
紙
に
は
一
か
所
罫

線
が
な
く
、
そ
の
個
所
は
折
谷
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
装
訂
は
折
本
装

で
あ
る
。
折
本
装
は
紙
を
継
い
で
巻
子
本
に
し
て
か
ら
折
る
。
次
に

折
っ
て
か
ら
罫
線
を
引
き
、
折
山
・
折
谷
の
線
は
引
か
な
い
こ
と
か
ら

わ
か
る
。
ま
た
、
天
の
一
部
が
切
ら
れ
て
い
る
。
当
初
の
断
片
の
と
こ

ろ
か
ら
、
写
経
の
書
き
か
け
の
も
の
で
は
な
く
、
写
経
を
始
め
る
前
の

筆
馴
ら
し
の
用
紙
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
紙
片
と
共
に
あ
っ
た
短
冊
（
図
版
Ⅱ
―
２
．
縦

二
十
五
・
九
㎝
横
二
・
〇
㎝
界
高
二
十
・
二
㎝
横
線
幅
一
・
三
㎝
）

を
天
地
の
界
線
に
合
わ
せ
て
み
る
と
、
ぴ
っ
た
り
と
一
致
し
た
。
横
線

も
十
八
本
が
引
か
れ
、
写
経
の
一
文
字
一
文
字
の
間
に
合
う
。
こ
れ

か
ら
、
写
経
の
際
に
縦
線
は
引
か
れ
て
い
る
が
、
一
行
十
七
文
字
の
間

隔
を
均
等
に
取
る
た
め
に
、
罫
線
に
あ
て
て
経
文
を
書
い
て
い
た
定
規

で
あ
る
と
わ
か
っ
た
。
残
り
の
短
冊
（
図
版
Ⅱ
―
３
．
縦
二
十
八
・
八

㎝
横
二
・
六
㎝
界
高
二
十
一
・
一
㎝
）は
、
墨
書
に「
光
明
真
言
／
ハ
ゝ

一
尺
三
寸
タ
テ
二
尺
六
寸
」
と
幅
と
縦
の
寸
法
と
、
横
幅
一
・
四
㎝

に
沿
っ
て
十
五
文
字
の
横
線
内
と
外
に
「
唵
阿
謨
伽
尾

左
曩
摩

賀
母
捺
囉

／
鉢
納

入
縛
攞
鉢
囉
韈
哆
耶
吽
」
の
真
言
が
書

か
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
光
明
真
言
を
書
く
た
め
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
は
筆
跡
や
紙
質
、
他
の
納
入
品
か
ら
見
て
、
冷
泉
家
十
五

代
為
村
（
一
七
一
二
〜
一
七
七
四
）
前
後
の
十
八
世
紀
の
も
の
と
想

定
さ
れ
る
。

　

正
倉
院
に
も
写
経
用
の
用
紙
で
、
奈
良
時
代
の
「
下
纏
」
と
呼
ば
れ

る
横
十
七
文
字
用
で
吸
取
紙
を
兼
ね
た
も
の
が
あ
る（
杉
本
一
樹『
日

本
古
代
文
書
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
平
成
十
三
年
刊
）
。

　

判
っ
て
見
る
と
「
タ
函
」
に
入
っ
て
い
る
短
冊
は
、
写
本
や
写
経
を

す
る
た
め
の
道
具
類
で
あ
っ
た
。
横
線
に
し
た
が
っ
て
写
経
す
る
こ

と
を
示
唆
し
た
も
の
が
、
他
の
箱
に
あ
る
。
御
新
文
庫「
堺
函
」に
、「
写

紙
の
ス
ミ
ケ
イ
ニ
コ
ノ
イ
イ
ヲ
ア
テ
ゝ
テ
書
」
や
「
写
ス
紙
ス
ミ
ノ
引
タ

ル
ア
ル
部
ニ
コ
レ
ヲ
用
ル
也
」
と
書
い
た
紙
片
が
あ
り
、
こ
の
短
冊
型

を
用
い
て
「
墨
罫
に
あ
て
て
」
書
く
と
明
記
す
る
。
こ
の
一
群
の
紙
片

は
写
経
用
の
横
線
の
定
規
で
あ
っ
た
。
他
の
紙
片
を
み
る
と
四
・

五
・
七
字
な
ど
の
偈
頌
用
も
あ
る
。

　

次
に
、
こ
の
箱
に
収
納
さ
れ
て
い
る
中
か
ら
主
な
も
の
を
図
版
掲
載

し
て
解
説
（
前
述
の
も
の
は
除
く
）
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
は
厚
手
の
楮
紙

で
作
ら
れ
て
い
る
。

　
【
図
版
Ⅰ
】

３
．
偈
頌
四
字
用
。
縦
八
・
四
㎝
横
四
・
四
㎝
。
間
が
二
・
一
㎝
幅

に
な
り
、そ
の
間
に
〇
・
三
㎝
幅
の
細
線
が
七
本
引
か
れ
て
い
る
。

４
．
偈
頌
七
字
用
。
縦
二
十
五
・
七
㎝
横
二
・
八
㎝
。
二
・
一
㎝
幅

で
墨
線
が
引
か
れ
て
い
る
。

５
．
偈
頌
七
字
用
。
縦
二
十
五
・
七
㎝
横
三
・
七
㎝
。
一
・
一
㎝
幅

で
墨
線
が
引
か
れ
て
、
中
間
の
幅
は
三
・
二
㎝
で
あ
る
。

６
． 

十
七
字
用
二
枚
。
各
縦
二
十
九
・
五
㎝
横
一
・
九
㎝
。
一
・
一
㎝

幅
で
墨
線
が
引
か
れ
て
い
る
。
天
に
「
覚
等
」
の
墨
書
を
し
た
紙

を
用
い
て
作
り
、
あ
と
か
ら
切
っ
た
。「
覚
等
」
は
法
名
で
冷
泉
家

第
十
六
代
当
主
為
泰
（
一
七
三
六
〜
一
八
一
六
）
で
あ
る
。

　
【
図
版
Ⅲ
】

１
．
写
経
用
か
。
外
側
の
横
線
十
九
字
用
か
、真
中
の
四
角
開
き
十
字
用

か
は
不
明
で
あ
る
が
、写
経
用
と
一
緒
に
あ
っ
た
こ
と
で
、一
応
こ
こ
に

掲
載
し
た
。
縦
三
十
・
〇
㎝
横
五
・
六
㎝
。
一
・
四
㎝
幅
で
墨
線
が

引
か
れ
て
い
る
。
中
央
の
四
角
開
き
は
縦
一
・
二㎝
横
一
・
四㎝
で
あ
る
。

２
．
白
紙
に
用
い
た
罫
線
枠
。
雲
母
が
塗
ら
れ
て
い
る
紙
に
書
く
所

だ
け
を
切
り
抜
き
、脇
に
横
線
を
引
い
て
い
る
。
縦
二
十
七
・
三
㎝

横
四
十
五
・
八
㎝
界
高
二
十
・
七
㎝
、
空
間
幅
一
・
二
㎝
、
罫

線
の
柱
幅
〇
・
八
㎝
、
横
線
は
一
・
二
㎝
幅
で
引
か
れ
て
い
る
。

　

写
経
を
す
る
と
き
、
定
規
を
使
っ
て
ま
で
、
一
行
十
七
文
字
数
に
こ

だ
わ
っ
て
い
る
の
は
ど
こ
か
ら
始
ま
り
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の

か
と
、
疑
問
が
起
こ
っ
て
き
た
。
私
は
写
本
学
を
専
攻
し
て
い
る
が
、

仏
典
の
研
究
者
で
な
い
。
こ
の
疑
問
を
述
べ
て
み
る
。

　

写
経
を
す
る
場
合
、紙
面
に
は
罫
線
が
引
か
れ
て
い
る
。
写
本
の
場
合
、

罫
線
は
引
か
ず
に
下
敷
や
罫
線
枠
を
置
い
て
書
写
を
す
る
。
罫
線
が
あ

る
と
邪
魔
に
な
り
読
み
に
く
い
。
し
か
し
、
経
典
の
ほ
と
ん
ど
に
は
罫
線
が

引
か
れ
て
い
る
。
む
し
ろ
『
平
家
納
経
』
な
ど
の
装
飾
経
は
、
金
泥
や

銀
泥
で
線
が
引
か
れ
て
目
立
た
せ
て
い
る
。
注
疏
な
ど
の
注
釈
書
に

は
罫
線
が
あ
ま
り
引
か
れ
て
い
な
い
。
経
典
ば
か
り
が
ど
う
し
て
罫
線

を
引
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
写
経
の
際
「
真
行
草
」
の
書
き
方
が

あ
る
の
に
、
真
名
字
で
あ
る
楷
書
で
、
一
文
字
一
文
字
書
写
を
す
る
。

「
行
草
」
は
注
疏
に
は
多
く
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
ぜ
起
こ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
な
り
に
答
ら
し
き
も
の
を
出
し
て
み
る
。

　

一
切
経
五
千
四
十
八
巻
の
基
本
に
な
っ
た
智
昇
撰
『
開
元
釈
教
録
』

（
七
三
〇
年
完
成
）
の
特
徴
は
、
経
巻
が
決
め
ら
れ
、
さ
ら
に
巻
の
紙

数
が
確
定
さ
れ
て
い
る
。
紙
数
が
決
ま
っ
て
い
る
と
、
容
易
に
写
経
の

計
画
が
立
て
ら
れ
る
。
が
、
こ
こ
に
は
一
行
何
字
で
あ
る
か
は
書
か
れ

て
い
な
い
。
一
行
三
十
四
字
の
細
字
経
な
ど
も
あ
り
、
字
数
が
倍
に
な

る
と
紙
数
も
半
分
に
な
る
。
字
数
を
決
め
な
く
て
は
こ
の
紙
数
が
無
意

味
に
な
る
。
そ
う
な
る
と
、『
開
元
釈
教
録
』
の
時
点
で
は
、
す
で
に

十
七
文
字
が
一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
い
つ
の
時
点
で
十
七

文
字
と
決
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
に
は
、か
い
も
く
わ
か
ら
な
い
。

　

例
え
ば
、
梵
字
か
ら
漢
訳
す
る
場
合
、
鳩
摩
羅
什
（
三
四
四
〜

四
一
三
、一
説
に
三
五
〇
〜
四
〇
九
）
と
玄
奘
三
蔵
（
六
〇
二
〜

六
六
七
）
が
い
る
。
玄
奘
訳
を
新
訳
と
呼
び
、
そ
れ
以
前
を
旧
訳
と
い

わ
れ
て
い
る
。
経
典
の
内
題
の
下
に
「
三
蔵
法
師
玄
奘
法
奉　

詔
訳
」
が

あ
り
、唐
王
朝
の
太
祖
が
玄
奘
に
漢
訳
を
命
じ
た
国
家
事
業
で
あ
る
。

　

そ
う
な
る
と
、
漢
訳
す
る
際
に
編
集
方
針
が
決
め
ら
れ
て
い
た
と
想
定

で
き
る
な
ら
ば
、
十
七
文
字
や
偈
頌
で
あ
ろ
う
か
。「
行
草
」
だ
と
判
読
が

分
か
れ
る
こ
と
が
起
き
る
。
だ
れ
で
も
わ
か
る
楷
書
で
書
き
、
紙
数
と
文

字
が
決
め
ら
れ
た
と
す
る
と
、
何
種
類
も
自
由
に
訳
さ
れ
て
い
た
経
典
が
、

一
つ
に
決
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
仏
教
は
哲
学
で
あ
り
、
思
想
で
あ

る
。
大
げ
さ
に
言
え
ば
、
自
由
に
漢
訳
が
な
さ
れ
て
い
た
の
を
、
新
訳

に
よ
る
一
種
の
思
想
統
制
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

一
行
十
七
文
字
は
当
た
り
前
の
話
で
あ
る
が
、
解
説
書
を
探
し
た

り
、
人
に
聞
い
た
り
し
て
も
筆
者
の
納
得
で
き
る
答
を
得
て
い
な
い
。

こ
の
場
を
借
り
て
教
え
を
戴
き
た
い
。

（
龍
谷
大
学
客
員
教
授
）

図版Ⅰ

写
経
の
定
規

藤
本 

孝
一

図版Ⅱ

図版Ⅲ　（図版ⅠーⅢ、何れも公益財団法人冷泉家時雨亭文庫所蔵）
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身
延
文
庫
の
創
建

　

身
延
文
庫
は
山
梨
県
南
巨
摩
郡
に
在
る
日
蓮

宗
総
本
山
久
遠
寺
内
に
設
立
さ
れ
て
お
り
、多
数

の
経
典
・
書
籍
・
聖
教
・
古
文
書
類
を
所
蔵
し
て
い

ま
す
。
文
庫
創
立
の
淵
源
は
日
蓮（
一
二
二
二
―

八
二
）の
在
世
時
ま
で
遡
り
ま
す
。
文
永
十
二
年

（
一
二
七
四
）三
月
、身
延
山
に
篭
った
日
蓮
は
、学

問・資
力
共
に
有
し
た
大
檀
越
曽
谷・太
田
両
氏
に

書
状
を
出
し
ま
し
た
。「
曽そ
や
に
ゅ
う
ど
う
ど
の
が
り
ご
し
ょ

谷
入
道
殿
許
御
書
」の

中
で
「
此
ノ
大
法
ヲ
弘
通
セ
シ
ム
ル
ノ
法
ニ
ハ
、

必
ズ
一
代
ノ
聖
教
ヲ
安
置
シ
、
八
宗
ノ
章
疏
ヲ

習
学
ス
ベ
シ
」（
原
漢
文
）
と
いい
、
自
身
が
所
持

す
る
聖
教
の
散
失
、
文
字
の
脱
落
、
謬
語
、
損
朽

を
防
ぐ
た
め
、
保
存
と
更
な
る
蒐
集
・
拡
充
を
依

頼
し
て
い
ま
す
（『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』

一
巻
九
一
〇
頁
、
一
九
八
八
年
改
訂
増
補
版
）
。

　

身
延
文
庫
の
時
代
区
分

　

以
来
、
歴
代
法
主
に
よ
っ
て
入
蔵
、
整
理
が

現
在
に
至
る
ま
で
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。
室
住

一
妙
氏
（
一
九
〇
四
―
八
三
）
は
身
延
文
庫
の

時
代
区
分
を
久
遠
寺
歴
代
法
主
を
軸
と
し
て
以

下
の
よ
う
に
大
別
し
て
い
ま
す
。

〈
第
一
期
〉 

日
蓮
在
世
時
代

〈
第
二
期
〉 

日
蓮
滅
後
か
ら
寛
政
年
間（
一
四
六
一
―
六
六
）

	

第
十
一
世
日に
っ
ち
ょ
う朝

入
山
ま
で
の
約
二
百
年

〈
第
三
期
〉 

日
朝
入
山
か
ら
弘
治
年
間（
一
五
五
五
―
五
七
）		

	

日に
っ
き
ょ
う鏡ま

で
の
四
代
約
百
年

〈
第
四
期
〉 

第
十
五
世
日に
ち
じ
ょ叙

か
ら
第
二
十
七
世
日に
っ
き
ょ
う

境
に

	

至
る
約
百
年

〈
第
五
期
〉 

第
二
十
八
世
日に
ち
で
ん奠

か
ら
第
七
十
二
世
日に
ち
ご
ん健

	

（
明
治
七
年
）
ま
で
の
約
二
百
二
十
年

〈
第
六
期
〉
第
七
十
三
世
日に
っ
さ
つ薩

か
ら
現
在
ま
で

　

特
に
第
三
期
、
第
十
一
世
日
朝（
一
四
二
二
―

一
五
〇
〇
）が
寺
門
を
経
営
・
教
学
を
振
興
さ
せ
ま
す

（『
行
学
院
日
朝
上
人
』、大
東
出
版
、一
九
九
九
年
）。

　

身
延
文
庫
の
名
称

　

第
四
期
の
第
二
十
六
世
日に
っ
せ
ん暹 

（
一
五
八
六
―

一
六
四
八
）
と
第
二
十
七
世
日
境
（
一
六
〇
一

―
五
九
、
天
海
版
を
入
蔵
）
の
文
庫
事
業
で
修

補
・
函
の
入
れ
替
え
を
行
っ
た
こ
と
が
『
暹
師

御
書
籍
目
録
』（
日
境
筆
）
に
よ
り
知
る
こ
と
が

で
き
、「
身
延
文
庫
／
暹
師
御
書
籍
目
録
／
日

境
（
花
押
）」
と
あ
る
の
が
「
身
延
文
庫
」
の
呼

称
の
初
出
で
す
。
多
数
の
蔵
書
に
押
さ
れ
て
い

る
黒
印
「
身
延
文
庫
」（
牌
型
）
も
お
そ
ら
く
は

師
の
創
意
に
か
か
る
も
の
と
見
ら
れ
ま
す
。

身
延
文
庫
の
継
承

　

第
五
期
に
は
第
三
十
一
世
日に
ち
だ
つ脱 

（
一
六
二
七

―
九
八
）
が
東
西
両
蔵
の
規
制
を
制
定
し
、
霊

宝
類
を
厳
重
に
管
理
し
ま
し
た
。
惜
し
む
ら
く

は
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
の
大
火
で
堂
塔
伽

藍
一
四
四
棟
と
多
く
の
財
宝
什
器
が
焼
失
し
た

こ
と
で
す
が
、
東
西
両
蔵
は
類
焼
を
免
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
身
延
山
復
興
事
業
で
明
治
か
ら
大

正
に
か
け
て
島
智
良
氏
が
整
理
修
補
し
、
江
利

山
義
顕
氏
・
室
住
一
妙
氏
・
林
是
幹
氏
に
よ
る

継
続
整
理
の
結
果
昭
和
五
十
一
年（
一
九
七
六
）

に
は
『
身
延
山
久
遠
寺
身
延
文
庫
所
蔵
文
書
・

絵
画
目
録
』
が
公
刊
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
同
年

身
延
山
宝
物
収
蔵
庫
が
本
堂
地
下
に
完
成
・
移

転
し
、
所
蔵
品
は
宝
物
館
で
一
般
公
開
も
さ
れ

て
い
ま
す
。
七
百
年
余
り
に
渡
り
幾
度
と
な
く

目
録
が
作
成
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
そ
の
集

大
成
と
し
て
『
身
延
文
庫
典
籍
目
録
』
上
中
下

（
身
延
文
庫
典
籍
目
録
編
集
委
員
会
、二
〇
〇
四

年
）
が
公
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
羅
僧
義
寂
撰『
無
量
寿
経
述
記
』

 　

最
後
に
身
延
文
庫
が
蔵
す
る
浄
土
教
典
籍
を

紹
介
し
ま
す
。『
身
延
文
庫
典
籍
目
録
』
の
余
宗

の
部
（
巻
下
、
三
一
頁
）
に
は
作
者
未
詳
で
「
無

量
寿
経
述
記
」（
断
簡
）
な
る
書
物
が
あ
り
、こ
れ

が
新
羅
僧
義
寂
撰
『
無
量
寿
経
述
記
』で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
逸
書
と
さ
れ
、

逸
文
を
蒐
集
し
た
「
復
元
本
」
し
か
そ
の
内
容
を

知
る
術
が
な
か
っ
た
の
で
、今
回
の
身
延
文
庫
本
の

出
現
は
意
義
深
い
こ
と
で
す
。（
本
年
度
影
印
・
翻

刻
を
本
学
「
善
本
叢
刊
第
五
輯
」
と
し
て
刊
行
予

定
）。
入
蔵
時
期
は
未
詳
な
が
ら
日
蓮
宗
総
本
山

が
貴
重
な
浄
土
教
典
籍
を
蔵
し
てい
る
こ
と
は「
八

宗
ノ
章
疏
ヲ
習
学
ス
ベ
シ
」と
い
う
日
蓮
の
学
問

態
度
の
継
承
に
基
づ
く
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

附
記閲

覧
の
機
会
を
賜
り
ま
し
た
身
延
文
庫
の

吉
村
明
悦
文
庫
長
、
渡
辺
永
祥
主
事
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
参
考
文
献
】

・
室
住
一
妙
『
身
延
文
庫
略
沿
革
』（
身
延
文
庫
、
一
九
四
一
年
）

・
江
利
山
義
顕
「
身
延
文
庫
に
就
いて
」（『
身
延
山
と
私
』所
収
、

一
九
七
一
年
）

・
林
是
㬜
「
身
延
山
の
自
然
と
文
化
財
」（『
身
延
山 

久
遠
寺
史

研
究
』
所
収
、
平
楽
寺
書
店
、
一
九
九
三
年
）

・
南
宏
信
「
新
出　

義
寂
撰
『
無
量
寿
経
述
記
』
写
本
の
検
討
」

（『
불
교
학
리
뷰
（
仏
教
学
レ
ビ
ュ
ー
）』
七
、
二
〇
一
〇
年
）

（
南　

宏
信
）

　

カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
へ
寄
贈
さ
れ
た
古
写
経

　

二
〇
一
一
年
七
月
一
一
日
、
落
合
俊
典
、
赤
尾

栄
慶
、
本
井
牧
子
、
上
杉
智
英
の
四
名
に
て
ベル

ギ
ー
、ル
ー
ヴ
ァ
ン・ラ・ヌ
ー
ヴ（
新
ル
ー
ヴ
ァ
ン
市
）

の
ル
ー
ヴ
ァ
ン・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
（U

niversite 

catholique de Louvain

〈U
CL

〉）
図
書
館
所

蔵
の
古
写
経
調
査
を
実
施
し
た
。

　

ル
ー
ヴ
ァ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
は

一
四
二
五
年
創
立
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
屈
指
の
歴
史

を
誇
る
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
で
あ
り
、
メ
ル
カ
ト

ル
図
法
の
ゲ
ラ
ル
ド
ゥ
ス
・
メ
ル
カ
ト
ル
の
母

校
で
も
あ
る
。
同
図
書
館
は
一
九
一
四
年
、
第

一
次
大
戦
の
戦
火
に
よ
っ
て
烏
有
に
帰
し
た

が
、
一
九
一
九
年
の
「
ル
ー
ヴ
ァ
ン
国
際
支
援

運
動
」
設
立
宣
言
に
よ
る
国
際
事
業
の
発
足
に

よ
り
、
ベ
ル
ギ
ー
十
五
万
冊
、
フ
ラ
ン
ス
八
万

冊
、
イ
ギ
リ
ス
五
万
五
千
冊
、
ア
メ
リ
カ

二
万
七
千
冊
と
、
各
国
の
図
書
寄
贈
、
支
援
の

も
と
復
興
を
遂
げ
た
。
日
本
か
ら
も
一
九
二
四

年
よ
り
一
九
二
六
年
に
か
け
、
三
、二
〇
二
部

一
三
、六
八
二
冊
の
寄
贈
が
な
さ
れ
、
こ
れ
は

当
時
、
国
外
最
大
規
模
の
日
本
図
書
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
図
書
は
宮
内
省
図
書
寮
や
早
稲
田

大
学
か
ら
の
寄
贈
の
他
、
宮
内
省
、
住
友
家
、

岩
崎
家
、三
井
家
、古
河
家
、末
延
家
、渋
澤
家
、

日
本
銀
行
等
の
寄
付
金
に
よ
り
、
関
西
を
中
心

に
収
集
さ
れ
た
（
関
東
大
震
災
後
の
為
）
も
の

で
、『
ル
ー
ヴ
ェ
ン
大
学
図
書
館
ニ
寄
贈
図
書

目
録
』
に
よ
れ
ば
、
天
平
写
経
、
神
護
寺
経
、
薬

師
寺
経
、
東
大
寺
八
幡
経
、
中
尊
寺
経
、
百
万

塔
陀
羅
尼
、
古
活
字
版
等
の
貴
重
な
仏
書
を
含

む
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

　

こ
れ
ら
目
録
に
記
載
さ
れ
る
稀
覯
書
八
三
部

の
中
、
三
〇
部
九
五
点
の
仏
書
を
調
査
対
象
と

し
た
が
、
現
存
が
確
認
さ
れ
た
の
は
一
〇
部

四
三
点
で
あ
っ
た
。
日
本
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
図

書
は
一
九
四
〇
年
の
第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
火

を
免
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
未
確
認
分
の
所

在
は
不
明
で
あ
る
。

　

一
九
六
〇
年
代
以
降
、
ベ
ル
ギ
ー
で
は
フ
ラ

ン
ス
語
系
住
民
と
オ
ラ
ン
ダ
語
系
住
民
の
対
立

が
高
ま
り
、
ル
ー
ヴ
ァ
ン
大
学
も
一
九
六
八
年

に
オ
ラ
ン
ダ
語
系
の
ル
ー
ヴ
ェ
ン
・
カ
ト
リ
ッ

ク
大
学
（K

atholieke U
niversiteit Leuven

〈K
U
L

〉）
と
フ
ラ
ン
ス
語
系
の
ル
ー
ヴ
ァ
ン
・

カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
（U

C
L

）
に
分
裂
、U

C
L

は

ル
ー
ヴ
ェ
ン
市
の
南
方
約
三
〇
㎞
、
現
在
の

ル
ー
ヴ
ァ
ン
・
ラ
・
ヌ
ー
ヴ
へ
と
移
転
新
設
さ

れ
た
。
或
い
は
こ
の
大
学
分
裂
に
伴
う
有
名
な

蔵
書
分
配
が
関
与
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

調
査
し
た
『
大
般
若
経
』
刊
本
に
は
「
濃
州

賀
茂
郡
少
松
寺
常
住
」
と
の
奥
書
が
記
さ
れ
て

い
た
。
こ
れ
を
記
し
た
者
も
、よ
も
や
ベ
ル
ギ
ー

の
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
に
蔵
さ
れ
る
と
は
夢
想
だ

に
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
そ
こ
に
込

め
ら
れ
た
尊
い
仏
典
を
未
来
へ
伝
え
た
い
と
の

願
い
は
、
現
代
の
我
々
と
何
ら
変
わ
ら
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
謝
辞
】

　

調
査
に
あ
た
り
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た

ル
ー
ヴ
ェ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
（K

U
L

）

W
.F.V
ande W

alle 

日
本
学
主
任
教
授
、

並
び
にU

CL 
人
文
学
部
図
書
館
の
皆
様
に

深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

【
参
考
文
献
】

・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
シ
ヴ
ェ
ル
ブ
シ
ュ
『
図
書
館
炎
上
二
つ
の

世
界
大
戦
と
ル
ー
ヴ
ァ
ン
大
学
図
書
館
』（
福
本
義
憲
訳
。
叢

書
・
ウ
ニ
ベ
ル
シ
タ
ス
三
八
五
、法
政
大
学
出
版
局
、一
九
九
二
）

・
山
崎
誠
『
ル
ヴ
ァ
ン 

ラ 

ヌ
ー
ブ
大
学
蔵
日
本
書
籍
目
録
』

（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
〇
）

・W
.F.V
ande W

alle

「T
he Japanese donation to the 

U
niversity of Louvain

」（
藤
善
真
澄
編
『
東
と
西
の
文
化

交
流 

関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
創
立
五
〇
周
年
記
念
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
'01
報
告
書
』、関
西
大
学
出
版
部
、二
〇
〇
四
）

・
ル
ー
ヴ
ェ
ン
国
際
事
業
委
員
会
編
『
ル
ー
ヴ
ェ
ン
国
際
事
業

委
員
会
事
業
成
績
報
告
』
一
九
二
六
（
国
立
国
会
図
書
館
近

代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー<

http://kindai.ndl.go.jp/

info:ndljp/pid/980564>2012/09/10

ア
ク
セ
ス
）

・
同
右
付
録
乙
号
『
ル
ー
ヴ
ェ
ン
大
学
図
書
館
ニ
寄
贈
図
書
目

録
』
一
九
二
六
（
国
立
国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー<

http://kindai.ndl.go.jp/info:ndljp/

pid/969093>2012/09/10 

ア
ク
セ
ス
）

（
上
杉 

智
英
）

調
査
日
記

文
庫
紹
介

UCL人文学部図書館　貴重書室墨印「身延文庫」（牌型）

調査風景

宝物館入口

ル
ー
ヴ
ァ
ン
大
学
図
書
館

身
延
文
庫
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二
〇
一
二
年
七
月
二
一
日
、
本
学
春
日
講
堂
に

お
い
て
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金

基
盤
研
究
（B）
「
金
剛
寺
所
蔵
典
籍
の
集
約
的
調
査

と
研
究
―
聖
教
の
形
成
と
伝
播
把
握
を
基
軸
と
し

て
」（
研
究
代
表
者
：
後
藤
昭
雄
〈
成
城
大
学
〉） 

と
の
共
催
に
よ
る
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
テ
キ
ス
ト

と
し
て
の
『
宝
篋
印
陀
羅
尼
経
』
と
そ
の
展
開
」
を

開
催
し
た
。

　

真
言
宗
御
室
派
の
古
刹
、天
野
山
金
剛
寺（
大
阪

府
河
内
長
野
市
）に
は
二
点
の『
宝ほ
う
き
ょ
う
い
ん
だ
ら
に
き
ょ
う

篋
印
陀
羅
尼
経

（
一
切
如
来
心
秘
密
全
身
舎
利
宝
篋
印
陀
羅
尼
経
）

が
伝
来
し
て
い
る
。
一
つ
は
今
様
・
和
歌
・
消
息

が
し
た
た
め
ら
れ
た
料
紙
に
金
泥
に
て
経
文
が
書

写
さ
れ
、
今
一
つ
は
仮
名
書
状
を
紙
背
と
し
て
墨

書
に
て
書
写
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
共
に
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

従
来
、『
宝
篋
印
陀
羅
尼
経
』
は
料
紙
に
見
出
さ

れ
る
和
歌
や
今
様
に
対
す
る
文
学
研
究
、
消
息
経

に
対
す
る
古
筆
学
、
銭せ
ん
こ
う
し
ゅ
く
と
う

弘
俶
塔
を
含
め
た
美
術
史

等
、
個
別
研
究
の
視
座
よ
り
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が

殆
ど
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
信
仰
の
表
出
を
「
展

開
」と
位
置
付
け
、
そ
の
信
仰
の
源
泉
と
な
る「
テ

キ
ス
ト
と
し
て
の
『
宝
篋
印
陀
羅
尼
経
』」
の
本
文

研
究
を
並
行
す
る
こ
と
で
、
よ
り
包
括
的
に
『
宝

篋
印
陀
羅
尼
経
』
を
巡
る
宗
教
文
化
事
象
の
把
捉

を
志
向
す
る
こ
と
が
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
の
趣

旨
で
あ
り
、
ま
た
共
催
の
所
以
で
も
あ
る
。

　

発
表
者
及
び
発
表
題
目
は
以
下
の
通
り（
所
属
、

役
職
等
は
研
究
会
開
催
当
時
の
も
の
で
す
）
。

　
　
【
午
前
の
部
】

司
会　

荒
木　

浩（
国
際
日
本
文
化
センタ
ー
教
授
）

落
合　

俊
典
（
本
学
教
授
）

「
宝
篋
印
陀
羅
尼
経
の
本
文
比
較
と
そ
の
源
流
」

赤
尾　

栄
慶
（
京
都
国
立
博
物
館
企
画
室
長
・

　
　
　
　
　
　

京
都
大
学
大
学
院
客
員
教
授
）

「
文
化
財
的
観
点
か
ら
み
た
金
剛
寺
本
宝
篋
印
陀

  

羅
尼
経
」

　

小
島　

裕
子（
本
学
日
本
古
写
経
研
究
所
特
任

　
　
　
　
　
　

  

研
究
員
）

「
金
剛
寺
伝
来
の
宝
篋
印
陀
羅
尼
経
と
信
仰

  

―
法
舎
利
と
し
て
の
経
典
―
」

　

海
野　

圭
介
（
国
文
学
研
究
資
料
館
准
教
授
）

「
和
歌
史
上
に
お
け
る
金
剛
寺
本
宝
篋
印
陀
羅
尼
経
」

　
　
【
午
後
の
部
】

司
会　

デ
レ
ア
ヌ
・
フ
ロ
リ
ン
（
本
学
教
授
）　

林
寺　

正
俊
（
北
海
道
大
学
准
教
授
）

「
宝
篋
印
陀
羅
尼
の
梵
漢
比
較
」

　

釋　

智
如
（
ポ
モ
ナ
大
学
准
教
授
）

「The architectural and religious functions of 
the Baoqieyin D

hāra n

・ī Sūtra m
anuscripts 

at Leifeng pagoda

」

　

李　

際
寧
（
中
国
国
家
図
書
館
善
本
特
蔵
部

   　
　
　
　
　
研
究
員
）

　

方　

廣
錩
（
上
海
師
範
大
学
教
授
）

「
中
国
国
家
図
書
館
蔵
『
雷
峰
塔
経
』
版
本
系
統

  

研
究
」

　

崔　

鈆
植
（
木
浦
大
学
校
教
授
）

「
韓
国
に
お
け
る
宝
篋
印
陀
羅
尼
経
」

　

上
記
発
表
の
後
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
司
会

木
村
清
孝
、
鶴
見
大
学
学
長
・
本
学
特
任
教
授
）

を
行
い
、
発
表
者
、
聴
衆
を
交
え
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
議
論
を

踏
ま
え
、
そ
の
成
果
を
『
善
本
叢
刊
』
の
一
冊
と

し
て
刊
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

当
日
は
五
〇
名
を
超
え
る
方
方
に
ご
参
加
を
い
た

だ
き
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了
致
し
ま
し
た
。
沢
山
の

ご
来
臨
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
研
究
員
（
PD
））

活
動
記
録

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
キ
ス
ト
と
し
て
の

『
宝
篋
印
陀
羅
尼
経
』と
そ
の
展
開

上
杉 
智
英

　

昨
年
度
第
２
回
公
開
研
究
会
、
並
び
に
今
年
度

第
１
回
公
開
研
究
会
に
つ
い
て
、
概
要
を
報
告
致

し
ま
す
（
発
表
者
の
所
属
、
役
職
等
は
研
究
会
開

催
当
時
の
表
記
で
す
）
。

○
平
成
23
年
度
第
２
回
公
開
研
究
会

　

平
成
23
年
11
月
12
日
（
土
）

   

午
後
３
時
～
４
時
半

　

於 

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学 

春
日
講
堂

岡
本 

一
平
（
恵
泉
女
学
園
大
学
非
常
勤
講
師
）

「
金
剛
寺
蔵
古
写
本
に
よ
る
『
大
乗
義
章
』
の

  

成
立
と
編
纂
と
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
」

小
田 

壽
典
（
豊
橋
創
造
大
学
名
誉
教
授
）

「
偽
経
本
「
八
陽
経
」
写
本
か
ら
み
た
仏
教
文
化

  

史
の
展
望
」

　

岡
本
氏
は
南
北
朝
末
か
ら
隋
初
に
活
躍
し
た
浄

影
寺
慧
遠
（
五
二
三
―
五
九
二
）
の
主
著
『
大
乗

義
章
』
の
院
政
期
写
本
（
全
二
〇
巻
中
一
六
巻
分
）

と
そ
の
配
列
順
序
を
記
し
た
『
大
乗
義
章
義
目
』

（
共
に
天
野
山
金
剛
寺
蔵
）
の
概
要
を
紹
介
さ
れ
、

現
在
の
流
布
本
で
あ
る
大
正
蔵
本
（
底
本
は
延
宝

二
年
版
本
）
と
構
成
、
配
列
順
序
を
比
較
し
、
更

に
他
の
文
献
に
み
ら
れ
る
引
用
を
参
照
す
る
こ
と

に
よ
り
、
大
正
蔵
本
が
原
テ
キ
ス
ト
の
配
列
順
序

に
近
い
形
態
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

一
方
で
大
正
蔵
本
に
み
ら
れ
る
撰
者
号
の
不
自
然

な
点
や
「
四
空
義
」
の
重
複
と
い
っ
た
問
題
を
解

決
す
る
も
の
と
し
て
金
剛
寺
本
の
資
料
価
値
を
認

め
ら
れ
、
両
本
を
止
揚
す
る
こ
と
で
『
大
乗
義
章
』

の
成
立
・
編
纂
・
原
テ
キ
ス
ト
に
言
及
さ
れ
た
。

　

小
田
氏
は
中
国
仏
教
の
影
響
が
及
ん
だ
儒
教
・
道

教
文
化
圏
に
広
く
流
布
す
る
偽
経
『
仏
説
天
地
八

陽
神
呪
経
』
を
取
り
上
げ
、日
本
、
朝
鮮
、
越
南
、

敦
煌
、
吐
魯
番
の
漢
語
原
典
、
並
び
に
チベッ
ト
、
西

夏
、モン
ゴル
語
訳
本
等
の
現
存
諸
本
を
比
較
検
討

し
、
写
本
や
版
本
の
内
容
変
化
に
着
目
す
る
こ
と
に

よ
り
、
朝
鮮
本
の
源
流
が
遼
朝
仏
教
に
あ
る
と
推
測

さ
れ
る
こ
と
、
越
南
写
本
と
敦
煌
本
と
の
関
連
、モン

ゴル
語
訳
に
み
ら
れ
る
チベッ
ト
語
訳
か
ら
の
借
用
等
、

広
汎
な
経
典
伝
播
の
道
筋
を
明
ら
か
に
さ
れ
、
更
に

敦
煌
写
本
の
偽
作
に
ま
で
言
及
さ
れ
た
。

○
平
成
24
年
度
第
１
回
公
開
研
究
会

　

平
成
24
年
5
月
19
日
（
土
）

   

午
後
３
時
～
４
時
半

　

於 

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学 

春
日
講
堂

楊　

婷
婷（
本
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
補
助
員（
RA
））

「
興
聖
寺
蔵『
出
三
蔵
記
集
』の
系
統
に
つ
い
て
」

南　

宏
信
（
本
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
員
（
PD
））

「
新
羅
義
寂
撰
『
無
量
寿
経
述
記
』
の
研
究

  

―
恵
谷
復
元
本
と
身
延
文
庫
本
―
」

　　

楊
氏
は
興
聖
寺
（
京
都
市
上
京
区
）
に
所
蔵
さ

れ
る
平
安
時
代
後
期
写
『
出
三
蔵
記
集
』
全
一
五

巻
に
着
目
さ
れ
、
①
開
宝
蔵
本
の
刊
記
と
千
字
文

号
の
二
つ
が
転
写
さ
れ
て
い
る
経
巻
（
巻
一
〇
）
、

②
開
宝
蔵
本
の
刊
記
の
み
転
写
さ
れ
て
い
る
経
巻

（
巻
三
、
巻
五
、
巻
九
、
巻
一
一
）
、
③
千
字
文
号
の

み
が
転
写
さ
れ
て
い
る
経
巻
（
巻
六
、
巻
七
、
巻
八
、

巻
一
二
、
巻
一
三
、
巻
一
四
）
、
④
開
宝
蔵
の
刊
記

も
千
字
文
号
も
転
写
さ
れ
て
い
な
い
経
巻
（
巻
一
、

巻
二
、
巻
四
、
巻
一
五
）
に
分
類
し
、
そ
の
藍
本
が

明
ら
か
で
な
い
③
と
④
を
取
り
上
げ
ら
れ
、
③
に

対
し
て
は
諸
刊
本
大
蔵
経
の
千
字
文
号
と
対
照
す

る
こ
と
で
開
宝
蔵
本
系
統
で
あ
る
と
比
定
さ
れ
た
。

④
に
つ
い
て
は
特
に
巻
一
五
を
取
り
上
げ
、
高
麗

初
雕
本
、
高
麗
再
雕
本
、
金
蔵
本
、
宋
本
、
元
本
、

明
本
と
の
本
文
比
較
に
よ
り
開
宝
蔵
本
の
転
写
本

で
あ
る
と
比
定
さ
れ
、
開
宝
蔵
の
刊
記
が
転
写
さ

れ
て
い
な
い
経
巻
で
あ
っ
て
も
開
宝
蔵
本
を
藍
本

と
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
実
証
さ
れ
た
。

　

南
氏
は
、
従
来
源
隆
国
（
一
〇
〇
四
―

一
〇
七
七
）撰『
安
養
集
』、
了
慧
道
光（
一
二
四
三

―
一
三
三
〇
）
撰
『
無
量
寿
経
鈔
』
等
に
み
ら
れ

る
逸
文
し
か
確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
新
羅
僧
義

寂（
七
世
紀
中
―
八
世
紀
初
）の『
無
量
寿
経
述
記
』

巻
一
の
写
本
断
簡
（
身
延
文
庫
蔵
）
を
紹
介
さ
れ
、

従
来
の
逸
文
に
基
づ
く
復
元
本
の
問
題
点
を
指
摘

さ
れ
る
と
共
に
、
引
用
経
典
の
検
討
に
よ
り
、
そ
の

成
立
年
代
を
長
安
に
お
け
る
撰
述
と
す
る
な
ら
ば

『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
訳
出
の
六
六
三
年
よ
り

『
方
広
大
荘
厳
経
』
訳
出
の
六
八
三
年
の
二
〇
年
の

間
、
新
羅
に
お
け
る
撰
述
と
考
え
る
な
ら
ば
義
寂
の

師
義ぎ
し
ょ
う湘
帰
国
の
六
七
一
年
よ
り
『
方
広
大
荘
厳
経
』

訳
出
の
六
八
三
年
の
一
二
年
の
間
と
推
測
さ
れ
た
。

　

23
年
度
第
２
回
公
開
研
究
会
、
24
年
度
第
１
回

公
開
研
究
会
と
も
に
、
多
数
の
ご
来
場
を
賜
り
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
一
層
の

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

公

開

研

究

会

平成24年度第1回公開研究会の様子

平成23年度第2回公開研究会の様子
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